
札幌市土木工事共通仕様書 新旧対照表 

札幌市土木工事共通仕様書 

新旧対照表 

札幌市土木工事共通仕様書（令和3年10月版）」を一部改定し、令和4年（2022年) 6 月１

日以降に入札する工事から適用する。  

札幌市財政局 管財部 工事管理室 技術管理課 



札幌市土木工事共通仕様書 新旧対照表 



札幌市土木工事共通仕様書 新旧対照表 

（新）改訂 （旧）現行 備考 

Ⅰ 土木工事共通仕様書（本文） 

第1編 共通編 

第１章 総則

第1編 共通編 

第１章 総則

第1節 第1節 

１－１－１－56 ISO9001 適用工事 

適用区分（省略） 

品質マネジメントシステムの取扱い（省略） 

１－１－１－57 単品スライド 

１．賃金又は物価の変動による請負代金額の変更措置のうち、主要な工事材料の価格に著しい変動

が生じ、請負代金額が不適当となったときは、契約書第26条第5項の規定に基づき、請負代金額

の変更を請求することができる。なお、請求にあたっては、「単品スライド条項運用基準」により

適切に対応すること。 

第1節 総則 

１－１－１－56 ISO9001 適用工事 

適用区分（省略） 

品質マネジメントシステムの取扱い（省略） 

追加 
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２ 出来形管理基準（共通・河川・砂防・道路） 

（新）

修 

正 

第５編 道路編 ４章 鋼橋上部 ３節 工場製作工 

編 章 節 条 
枝

番 
工種 測定項目 規格値 測定基準 測定箇所 適用 

５

道
路
編

４

鋼
橋
上
部

３

工
場
製
作
工

１
０

２横断歩道橋製作工 

（仮組立による検査を

省略する場合） 

部
材
精
度

フランジ幅ｗ（ｍ） 

腹板高ｈ（ｍ） 

腹板間隔ｂ′（ｍ） 

±２… 

ｗ≦0.5 

綱桁等 トラス・アーチ等 

±３…… 

0.5＜ｗ≦1.0 

主桁・主構 

各支点及び各支間中央付近を

測定。 

床組など 

構造別に、５部材につき１個抜

き取った部材の中央付近を測定。 

±4…… 

1.0＜ｗ≦2.0 

±(3+ｗ/2) 

2.0＜ｗ 

板
の
平
面
度
δ
（
㎜
）

綱桁及びトラス等の

部材の腹板 ｈ/250 

主桁 

各支点及び各支間中央付近を

測定。 

ｈ：腹板高（㎜） 

ｂ：腹板又はリブの間隔（㎜） 

ｗ：フランジ幅（㎜） 

箱桁及びトラス等の

フランジ鋼床版のデ

ッキプレート 

ｂ/150 

フランジの直角度 

δ（mm） 

ｗ/200 

部
材
長
Ｌ
（
ｍ
）

綱桁 ±３…Ｌ≦10 綱桁等 トラス・アーチ等 

±４…Ｌ＞10 原則として仮組立をしない部材

について、主要部材全数を測定。 トラス、アーチ 

など 

±２…Ｌ≦10 

±３…Ｌ＞10 

伸縮継手 -5～+10… 

Ｌ≦10’-5～ 

（5+ｗ/2）… 

Ｌ＞10 

※修正 
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２ 出来形管理基準（共通・河川・砂防・道路） 

（旧）

現 

行 

第５編 道路編 ４章 鋼橋上部 ３節 工場製作工 

編 章 節 条 
枝

番 
工種 測定項目 規格値 測定基準 測定箇所 適用 

５

道
路
編

４

鋼
橋
上
部

３

工
場
製
作
工

１
０

２横断歩道橋製作工 

（仮組立による検査を

実施する場合） 

部
材
精
度

フランジ幅ｗ（ｍ） 

腹板高ｈ（ｍ） 

腹板間隔ｂ′（ｍ） 

±２… 

ｗ≦0.5 

綱桁等 トラス・アーチ等 

±３…… 

0.5＜ｗ≦1.0 

主桁・主構 

各支点及び各支間中央付近を

測定。 

床組など 

構造別に、５部材につき１個抜

き取った部材の中央付近を測定。 

±4…… 

1.0＜ｗ≦2.0 

±(3+ｗ/2) 

2.0＜ｗ 

板
の
平
面
度
δ
（
㎜
）

綱桁及びトラス等の

部材の腹板 ｈ/250 

主桁 

各支点及び各支間中央付近を

測定。 

ｈ：腹板高（㎜） 

ｂ：腹板又はリブの間隔（㎜） 

ｗ：フランジ幅（㎜） 

箱桁及びトラス等の

フランジ鋼床版のデ

ッキプレート 

ｂ/150 

フランジの直角度 

δ（mm） 

ｗ/200 

部
材
長
Ｌ
（
ｍ
）

綱桁 ±３…Ｌ≦10 綱桁等 トラス・アーチ等 

±４…Ｌ＞10 原則として仮組立をしない部材

について、主要部材全数を測定。 トラス、アーチ 

など 

±２…Ｌ≦10 

±３…Ｌ＞10 

伸縮継手 -5～+10… 

Ｌ≦10’-5～ 

（5+ｗ/2）… 

Ｌ＞10 
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２ 出来形管理基準（共通・河川・砂防・道路） 

第５編 道路編 ４章 鋼橋上部 ３節 工場製作工 

（新）

修 

正 

編 章 節 条 枝番 工種 測定項目 規格値 測定基準 測定箇所 適用 

５

道
路
編

４

鋼
橋
上
部

３

工
場
製
作
工

１
０

２横断歩道橋製作工 

（仮組立による検査を

省略する場合） 

架
設
組
立
精
度

主桁、主構の橋端における

出入差δ（mm） 

設計値±10 どちらか一方の主桁（主構）端を測

定。 

主桁、主構の鉛直度δ（mm） 3+ｈ/1000 各桁毎に全数測定。 

L:主桁・主溝の支間長（ｍ） 

現場継手部のすき間δ1，

δ2（mm） 

設計値±５ 主桁、主構の全継手数の１／２を

測定。 

δ1δ2のうち大きいもの。 

設計値が 5ｍｍ以下の場合は、マイ

ナスを認めない。 

※修正 

（旧）

現 

行 

編 章 節 条 枝番 工種 測定項目 規格値 測定基準 測定箇所 適用 

５

道
路
編

４

鋼
橋
上
部

３

工
場
製
作
工

１
０

２横断歩道橋製作工 

（仮組立による検査を

実施する場合） 

※シミュレーション仮

組立検査も含む 

架
設
組
立
精
度

主桁、主構の橋端における

出入差δ（mm） 

設計値±10 どちらか一方の主桁（主構）端を測

定。 

主桁、主構の鉛直度δ（mm） 3+ｈ/1000 各桁毎に全数測定。 

L:主桁・主溝の支間長（ｍ） 

現場継手部のすき間δ1，

δ2（mm） 

設計値±５ 主桁、主構の全継手数の１／２を

測定。 

δ1δ2のうち大きいもの。 

設計値が 5ｍｍ以下の場合は、マイ

ナスを認めない。 



札幌市土木工事共通仕様書 新旧対照表 
（新）改訂 （旧）現行 備考 

Ⅲ 付表（参考資料） 

７ 管理データ様式 ７ 管理データ様式 

工事施工協議簿（様式87） 工事施工協議簿（様式87） 

 修正


